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1 はじめに 

筆者らは静岡県立大学数学研究室（以下，数

研）で行われているプロジェクト指向教育

（Project Oriented Education，以下 POE）をもと

に，実践能力のある熟練者の能力習得について

研究を行なってきた．これまで，POE で行なわ

れている長期間に亘る多数のシステム開発プロ

ジェクトの分析を行ない，技術や知識の世代間

やメンバ間の継承について分析した．その中で，

患者の身体診察技法として臨床看護師の必須技

術であるフィジカル・アセスメントの学習支援

システムの開発において，熟練看護師に関する

観察から，知識・技術を習得する際には概念モ

デリングの導入が有効であることを確認した[1]．
これらの成果を踏まえ，本研究では，数研所属

の学部 1 年生を対象に学習過程を観察する．そ

の結果をもとに，熟練技術習得学習への支援方

法としての概念モデリングの積極的活用の有用

性を探る． 
 
2 POE 

POE は，社会連携型 PBL[2]の一種に分類され

る．数研では，一般的な大学の授業の 90 分×15
週という形態的時間量的制約と，学生が授業の

目的や目標を捉える枠組み設定の困難さを解決

するため，様々な試行を POE の下に実施してき

た．POE では常に複数のプロジェクトが同時並

行で運用されている． 
 
3 熟練技術 

一般に熟練者は経験したことのない事態や想

定外の状況への迅速な対応が可能である．熟練

者は，過去の知識や経験から独自の行動モデル

が生成されているため，新たな事象に対しても

過去の自身の経験の速やかな適用により，適切

な対応が可能になる．熟練者はこのモデルを作
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り上げるために必要な能力を獲得しているもの

と考える．以下，熟練技術とは，熟練者特有の

能力のことをさす． 
モデル化のプロセスは，｛事象（経験/観察），

関係（比較），意味（分析），モデル（抽象化/
メタ処理）｝という認識系列で構成される．熟

練者は，経験/観察により事象を摘出し，それら

を比較することにより関係を発見し，それらを

分析することにより意味を発見し，抽象化/メタ

処理することによりモデルを作り上げる． 
 
4 過去の研究成果 
筆者らは，POE で実際に行われた学生主導の

プロジェクトを比較・レビューを行い，プロジ

ェクトの成功要因を分析した[3]．その結果，プ

ロジェクトやシステムなどの全体像の把握と，

それに基づく適切な班分けが重要であることが

分かった．全体像の把握には，細かな実現方法

ではなく，概念モデルの構築が重要であり，適

切な班分けは，オブジェクト指向プログラミン

グにおけるクラス単位での班分けが好ましいこ

とが分かった． 
 
5 組織メンバの成長要因 
これらの研究成果を元に，筆者らは数研所属

学生の学習過程を観察し，成長要因を探る．数

研では学部 1 年生から大学院生までを一体とし

た教育が行われている．本研究では，数研の活

動を通した学習過程を観察するため，数研の活

動に参加して間もない，数研所属の学部 1 年生

を対象とする． 
数研所属の学部 1 年生の成長要因を探るため，

まず，学部 1 年生の数研の活動への参加状況を

観察する．数研では，情報共有のために，主に

メーリングリスト（以下，ML）や Facebook グル

ープ（以下，FB）を利用している．そこで，筆

者らはこれらの投稿状況から参加状況を判断す

ることができると考えた．表 1は，数研所属学部

1 年生の ML および FB の投稿件数をまとめたも

のである．期間は 2012 年 4 月 1 日から 2012 年

12 月 31 日までとした．また，括弧内の数字はそ

のうちの FB 投稿件数である． 
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表 1 数研所属学部 1 年生 ML・FB 投稿件数 
月 学生 A 学生 B 学生 C 学生 D 
4 2 4 2 0 
5 22 6 2 4 
6 7 17 7 13 
7 11 12 14 12 
8 8(5) 1 5 17(4) 
9 3(2) 1(1) 0 15(10) 
10 0 2 5(4) 26(9) 
11 5 2(1) 8 10 
12 5 7 1 29(1) 
計 63(7) 52(2) 44(4) 126(24) 

 
表 1から，学生 D の ML・FB 投稿件数が突出

して多いことが分かる．そこで筆者らは学生 D
に対して面接を行った．面接では，数研に対す

る学生 D の印象の変化，数研で学生 D が行った

活動内容とその感想について聞き取りを行った． 
面接の結果，学生 D は「所属当初は面倒，つ

らいしか感じなかったが，現在はつらくても楽

しいと感じるようになった」と述べた．学生 D
はそのきっかけとして，数研で行われている

「学生の自発的活動を支援する情報システム開

発[4]プロジェクト（以下，本プロジェクト）」

を挙げた．そこで，本プロジェクト内での学生

D の変化について探る． 
本プロジェクトは，当初「本システムのプロ

トタイプの開発は 2012 年 8 月末までに終了する

予定[4]」であった．しかしながら，全体的に仕

様の共通認識がされておらず，またスケジュー

ルが大幅に遅れ，プロジェクトは失敗に向かっ

ていった．そこで，参考文献[4]を通して失敗原

因を確認し，メンバ全体で機能の再確認を行っ

た．再確認では，参考文献[3]において得られた

知見を基に，メンバのプロジェクト概念モデル

の構築・共有・再構築に努めた． 
学生 D はこれらの活動に対し，「当初何をや

るのか何を作るのか，意味も全然わからないま

ま割り当てられ，わからないからやる気も起き

なかった」「しかし，機能の再確認により全体

像が分かり，自分が何をすればいいのかもわか

り，やる気が出始めた」「開発した機能が動作

した時にやる気が爆発した」と述べた． 
また，開発自体に関して，学生 D は，「自分

が欲しい情報がなかなか手に入らない．そのた

め，他の人が作ったものや，自分が過去に作っ

たものと比較して，開発している．うまく行か

なかったら，各要素の関連を他の人に確認す

る」と述べた．これは，モデル化のプロセスを

自然と行っていると考えられる． 

これらの観察から，学生 D は自然と概念モデ

リングの利用に触れ，また利用していることが

分かった．そして学生 D の面接からそれが開発

に役立つことがわかった．つまり，学生 D は本

プロジェクトを通して概念モデリングの過程に

触れ，その経験をもとに個人の熟練技術習得学

習にも概念モデリングを利用したと考えられる．  
 
6 熟練技術習得学習への概念モデリング導入の

検討 
熟練技術習得学習への概念モデリング導入方

法としては，まず学習者による概念モデル構築，

学習者間や学習者・指導者間での概念モデルの

共有，学習者による概念モデルの再構築という

プロセスを経ることが重要であると考える．導

入時期は，学習前に行うことが望ましい． 
 
7 終わりに 

本研究では，数研所属の学部 1 年生を対象と

した学習過程の観察を元に，熟練技術習得学習

への概念モデリング導入を検討した．今後，他

の学生に対して明示的に概念モデリング導入を

行い，その効果の測定を試みる． 
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